
第２次広島県がん対策推進計画の取組状況について
（予防，検診分野）

資料２－１

【がん予防の目指す姿】

■ 県民一人ひとりが，がんを自分にも起こり得ることとして関心を持ち，がんにならな
い生活習慣を心掛けています。

■ がんになるリスクを軽減するための有効な対策が県民に知られ，実践もされており，
がんになる県民が減少しています。

■ 肝炎ウイルス検査が陽性であった県民すべてが医療機関を受診しています。

【評価欄の評価方法】
Ａ・・・既に目標を達成
Ｂ・・・目標に対して順調に推移
Ｃ・・・変化が横ばい
Ｄ・・・目標に対して減退傾向
Ｅ・・・状況確認不能

資料

ページ

第２次計画

掲載ページ
項 目

1 ｐ８４ たばこ対策

2 ｐ８５ たばこ対策

3 ｐ８６ 生活習慣病の改善

4 ｐ８７ 生活習慣病の改善

5 ｐ８８ 感染症対策の強化

6 ｐ８９上段 感染症対策の強化

7 ｐ８９下段 感染症対策の強化

8 ｐ９０ 科学的根拠に基づくがん検診の実施

9 ｐ９１ がん検診の精度向上

10 ｐ９２ がん検診の受診率向上

11 ｐ９３ がん検診の受診率向上

12 ｐ９４ がん検診の受診率向上

【がん検診の目指す姿】

■ 早期発見の重要性に対する県民一人ひとりの理解が根付いており，「がん検診」
及びその検査結果に応じて必要となる「精密検査」を受診しています。

■ 県民にとって受診しやすく，かつ死亡率減少につながる効果の高い「がん検診」が
県内で実施されています。

がん予防・検診推進会議（H28.3.16）資料



■　たばこ対策　に関する取組内容とその実績・効果等　（県がん対策推進計画〔第２次〕　ｐ８４）
担当課　：　広島県がん対策課

実施主体 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
目　標

(平成29年度)

　■　喫煙率

　・男性22％以下
　・女性 5％以下

　男性：24.1％
　女性： 5.1％

取組の方向性

実　績 喫煙率

効　果
及び

課　題
具体的な効果及び課題

喫煙をやめたい人への禁煙支援

喫煙による健康被害についての普及啓
発の推進

取組内容

市町

県

　※30～50歳代の働き世代の喫煙率が高い。

県

県民

各種団体

企業

医療機関

県民

各種団体

企業

医療機関

市町

【評価の方法】

Ａ・・・既に目標を達成

Ｂ・・・目標に対して順調に推移

Ｃ・・・変化が横ばい

Ｄ・・・目標に対して減退傾向

Ｅ・・・状況確認不能

【評価 ：Ｂ】

禁煙週間・世界禁煙デーにおいて懸垂幕・ポスターの掲示等による普及啓発

「ひろしま健康ネット」等による県民に対する情報提供

がん予防・検診出前講座の実施

禁煙週間・世界禁煙デーにおいてポスターの掲示等による普及啓発

禁煙支援を行う従事者に対しての研修会の実施（県看護協会，県薬剤師会）

禁煙支援ネットワーク研修会への参加等

インターネット禁煙マラソンによる禁煙支援

健康まつり等のイベントにおいての普及啓発，一酸化炭素濃度・肺年齢測定等

学校の健康教育の中での普及啓発

禁煙相談会の実施，健診結果説明会での禁煙指導

母子手帳交付時による妊婦及びその家族への禁煙指導等

禁煙外来研修会，たばこと健康フォーラムの開催（県医師会）

禁煙支援研修会の実施（県薬剤師会）

受診者に応じた適切な禁煙指導

研修会・公開講座の実施（禁煙支援ネットワーク）

禁煙サポート促進

モデル事業

従業員へのたばこの害に関する啓発活動と禁煙支援，がん予防・検診出前講座への参加受講

保健指導時に，肺年齢や呼気一酸化炭素濃度測定等を行い，禁煙支援の実施(協会けんぽ)

職場の受動喫煙防止

対策に係る説明会

職場の受動喫煙防

止対策に係る説明

がん予防・検診出前講座への参加

研修会・公開講座の実施（禁煙支援ネットワーク）

喫煙関連疾患等のパネル紹介，禁煙マラソンのＨＰへのリンク掲載（地域保健医療推進機構）

たばこ対策への理解 禁煙に向けた主体的な取組

たばこ対策への理解 禁煙に向けた主体的な取組

計画策定時（H23） 男性：26.9％

女性： 5.5％

⇒計画策定時のH23年度数

値が，H25年度調査結果に

おいて減少しているため。
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■　たばこ対策　に関する取組内容とその実績・効果等　（県がん対策推進計画〔第２次〕　ｐ８５）
担当課　：　広島県がん対策課

実施主体 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
目　標

(平成29年度)

　■　公共の場の禁煙・分煙

県 　・公共機関92.4％
　・学校100％
　・病院100％

市町

医療機関

企業
団体

県民

・公共機関95.2％ ・公共機関95.2％ ・公共機関98.0％

・学校100％ ・学校100％ ・学校100％

・病院100％ ・病院100％ ・病院100％

効　果
及び

課　題
具体的な効果及び課題

※条例に基づく受動喫煙防止対策の
徹底を図る必要がある。

取組の方向性

取組内容 受動喫煙の防止

実　績 公共の場の禁煙・分煙 【評価の方法】

Ａ・・・既に目標を達成

Ｂ・・・目標に対して順調に推

移

Ｃ・・・変化が横ばい

Ｄ・・・目標に対して減退傾向

【評価 ：Ｂ】

がん対策推進条例の公布・施行（H28.4～）

受動喫煙防止対策の周知・徹底等

公共施設の受動喫煙防止対策の推進・取組依頼

健康生活応援店の認証，勧奨等

企業における禁煙・分煙対策の推進

職場での受動喫煙防止対策に係る喫煙室設置の助成制度の紹介（協会けんぽ）

たばこ対策懇話

会の開催・検討

市町の公共施設の禁煙・分煙対策の推進

受動喫煙防止への理解 受動喫煙防止に向けた主体的な取組

医療機関における禁煙・分煙対策の推進

計画策定時（H23）
・公共機関92.4％

・学校100％

・病院100％

⇒計画策定時のH23年度数

値が，H27年度数値におい

て減少しているため。
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■　生活習慣の改善　に関する取組内容とその実績・効果等　（県がん対策推進計画〔第２次〕　ｐ８６）
担当課　：　広島県地域包括ケア・高齢者支援課

実施主体 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
目　標

(平成29年度)

　■１日野菜摂取量
　　　　・350ｇ以上

　※生活習慣病に関する認識から実際の行動変容につなげる必要がある。

取組の方向性

取組内容
良好な生活習慣の実現に向けた普及啓発の推
進

県

県民

10.9ｇ
(Ｈ17～19国民健康・栄養調査)

9.8ｇ
（県民健康・栄養調査）

１日平均歩数

【20～64歳】
男性8,252歩
女性7,109歩

【65歳～】
男性5,584歩
女性4,718歩

(Ｈ17～19国民健康・栄養調査)

【20～64歳】
男性8,268歩
女性7,484歩

【65歳～】
男性6,721歩
女性5,904歩

（県民健康・栄養調査）

効　果
及び

課　題
具体的な効果及び課題

　※特定健診受診率が低位にとどまっているため，更なる受診率の向上を図る必要がある。

－ －

－ －

市町

医療機関

企業

各種団体

－ －

－ －

実　績

１日野菜摂取量
261ｇ

(Ｈ17～19国民健康・栄養調査)
－

１日食塩摂取量

多量飲酒者の割合
成人男性4.2％
成人女性1.0％

(H23県民健康意識調査)

成人男性3.6％
成人女性0.4％

(県民健康・栄養調査)

281ｇ
(H24国民健康・栄養調査)

【評価 ：Ｂ】

【評価 ：Ｂ】

【評価 ：Ｂ】

【評価 ：Ｂ】

○栄養・食生活の改善

食育推進全国大会(H25)，減塩サミットin広島2014(H26)の開催

○県民の健康づくり対策

実際の取組の展開について協議するため関係団体，有識者等による食育推進会議等を開催

〇健康生活応援店の推進等

県民の健康づくりを応援する認証店舗の普及拡大

○健康生活応援店の塩分控えめ基準の見直し

○減塩レシピ集の発信

○減塩ワーキング会議開催

○ひろしま健康づくり県民運動推進会議

ホームページでの情報発信

四季の健康レシピ，減塩レシピ集の作成，発信等

○広島県国民健康保険団体連合会

「ひろしまウオーキングＢＯＯＫ」CD-Rの作成・活用

○広島県保険者協議会

特定健診・特定保健指導従事者への研修の実施，効果的な健診・保健指導が実施できる人材の育成

○県と連携した健康レシピの提供，減塩や野菜摂取のキャンペーンの実施

○健康づくりに関するボランティア活動

○健康的な生活習慣の実践

○特定健診の受診

○生活習慣病予防に向けた普及啓発活動の実施

○特定健診に関する協力

【評価の方法】

Ａ・・・既に目標を達成

Ｂ・・・目標に対して順調に推移

Ｃ・・・変化が横ばい

Ｄ・・・目標に対して減退傾向

Ｅ・・・状況確認不能

■１日平均歩数

（20歳～64歳）

・男性 9,700歩

・女性 8,600歩

（65歳～）

・男性 7,000歩

・女性 6,200歩

■多量飲酒者の割合

・成人男性 3.2％以下

・成人女性 0.2％以下

⇒目標までは未達成ながら，

直近の調査結果まで順調に

推移しているため。

■１日食塩摂取量

・８ｇ以下

⇒目標までは未達成ながら，

直近の調査結果まで順調に

推移しているため。

⇒目標までは未達成ながら，

直近の調査結果まで順調に

推移しているため。

⇒目標までは未達成ながら，

直近の調査結果まで順調に

推移しているため。

【評価 ：Ｂ】

【評価 ：Ｂ】

【評価 ：Ｂ】

【評価 ：Ｂ】

○栄養・食生活の改善

食育推進全国大会(H25)，減塩サミットin広島2014(H26)の開催

○県民の健康づくり対策

実際の取組の展開について協議するため関係団体，有識者等による食育推進会議等を開催

〇健康生活応援店の推進等

県民の健康づくりを応援する認証店舗の普及拡大

○健康生活応援店の塩分控えめ基準の見直し

○減塩レシピ集の発信

○減塩ワーキング会議開催

○ひろしま健康づくり県民運動推進会議

ホームページでの情報発信

四季の健康レシピ，減塩レシピ集の作成，発信等

○広島県国民健康保険団体連合会

「ひろしまウオーキングＢＯＯＫ」CD-Rの作成・活用

○広島県保険者協議会

特定健診・特定保健指導従事者への研修の実施，効果的な健診・保健指導が実施できる人材の育成

○県と連携した健康レシピの提供，減塩や野菜摂取のキャンペーンの実施

○健康づくりに関するボランティア活動

○健康的な生活習慣の実践

○特定健診の受診

○生活習慣病予防に向けた普及啓発活動の実施

○特定健診に関する協力

【評価の方法】

Ａ・・・既に目標を達成

Ｂ・・・目標に対して順調に推移

Ｃ・・・変化が横ばい

Ｄ・・・目標に対して減退傾向

Ｅ・・・状況確認不能

■１日平均歩数

（20歳～64歳）

・男性 9,700歩

・女性 8,600歩

（65歳～）

・男性 7,000歩

・女性 6,200歩

■多量飲酒者の割合

・成人男性 3.2％以下

・成人女性 0.2％以下

⇒目標までは未達成ながら，

直近の調査結果まで順調に

推移しているため。

■１日食塩摂取量

・８ｇ以下

⇒目標までは未達成ながら，

直近の調査結果まで順調に

推移しているため。

⇒目標までは未達成ながら，

直近の調査結果まで順調に

推移しているため。

⇒目標までは未達成ながら，

直近の調査結果まで順調に

推移しているため。
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■　生活習慣の改善　に関する取組内容とその実績・効果等　（県がん対策推進計画〔第２次〕　ｐ８７）
担当課　：　広島県地域包括ケア・高齢者支援課

実施主体 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
目　標

(平成29年度)

　■禁酒・断酒指導実施市町

全市町（23市町）

市町取組調査

→23市町

取組の方向性

取組内容 保健指導の充実

県

市町

医療機関

各種団体

県民

　※引き続き，飲酒の健康影響などについて正確で有益な情報提供を行う必要がある。

実　績
禁酒・断酒指導をして
いる市町数の増加

効　果
及び

課　題
具体的な効果及び課題

【評価の方法】

Ａ・・・既に目標を達成

Ｂ・・・目標に対して順調に推

移

Ｃ・・・変化が横ばい

Ｄ・・・目標に対して減退傾向

Ｅ・・・状況確認不能

【評価 ：Ａ】
○ホームページ等で飲酒の健康影響等についての普及啓発

○禁酒・断酒指導の実施

○ホームページ等で飲酒の健康影響等についての普及啓発

○禁酒・断酒の実践

○禁酒・断酒に関する情報提供

○禁酒・断酒に関する情報提供

計画策定時（H23）

市町取組調査

→16市町

⇒H24時点で目標指標を達

成したため。
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■　感染症対策の強化　に関する取組内容とその実績・効果等　（県がん対策推進計画〔第２次〕　ｐ８８）
担当課　：　広島県薬務課

実施主体 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
目　標

(平成29年度)

　■対象に応じた効果的な啓発の
実施

県
市町

医療機関
医師会
企業

健保組合

県
市町 　■検査体制整備済み事業所

医療機関 　　　・50％以上（平成28年度）
健保組合

市町
拠点病院
医療機関
医師会

30.0% ― ―

取組の方向性

取組内容

肝炎に関する正しい知識の普及啓発

県

企業

県民

肝炎ウイルス検査の受検促進

企業

県

県民

　※事業者における「肝炎ウイルス検査受検の必要性」についての認識が不十分。

実　績
検査体制整備済みの事業所
（目標50％以上）

効　果
及び

課　題
具体的な効果及び課題

【評価の方法】

Ａ・・・既に目標を達成

Ｂ・・・目標に対して順調に推移

Ｃ・・・変化が横ばい

Ｄ・・・目標に対して減退傾向

Ｅ・・・状況確認不能

【評価 ： Ｂ】

産業医への研修を実施

肝疾患コーディネーターを養成

産業医による衛生教育の実施

肝炎の正しい知識の普及啓発

「肝疾患コーディネーター」による保健指導の実施

肝炎についての正しい理解と，予防や肝炎ウイルス検査受検

肝炎ウイルス検査の実施

がん検診・特定健診と連携し，検査必要性を広報

産業医の活動による職域の肝炎ウイルス検査体制の整備

検査の必要性の広報

「肝疾患コーディネーター」による検査の受検促進

肝炎ウイルス検査の早期受検

【評価 ： Ｅ】

⇒県民を対象とした，患者

講習会及び肝炎ウィルス啓

発キャンペーンを展開して

いるため

⇒次回調査は，H28年度に

実施することとしているた

め。
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■　感染症対策の強化　に関する取組内容とその実績・効果等　（県がん対策推進計画〔第２次〕　ｐ８９上段）
担当課　：　広島県薬務課

実施主体 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
目　標

(平成29年度)

　■ＨＢＶキャリア

　　・受診率　60％以上

　　　（平成28年度）

　■ＨＣＶキャリア

　　・受診率　75％以上

　　　（平成28年度）

63.1% 63.9% 64.4%

（Ｈ27.12現在）

70.7% 72.5% 73.4%

（Ｈ27.12現在）

取組の方向性

取組内容 病態に応じた適切な肝炎医療の提供

県

県
市町

医療機関
企業

健保組合

県民

　※肝疾患患者フォローアップシステムの運用により，ＨＢＶキャリア及びＨＣＶキャリアの受診率が向上した。

実　績

検査で発見されたＨＢＶキャリアの受診
率

検査で発見されたＨＣＶキャリアの受診
率

効　果
及び

課　題
具体的な効果及び課題

【評価の方法】

Ａ・・・既に目標を達成

Ｂ・・・目標に対して順調に推

移

Ｃ・・・変化が横ばい

Ｄ・・・目標に対して減退傾向

Ｅ・・・状況確認不能

【評価 ： Ｂ】

肝炎治療医療費助成の実施

「肝疾患患者フォローアップシステム」の運用

肝炎ウイルスキャリアに対する肝炎患者支援手帳の配布

病態に応じた適切な肝炎治療の受療

「肝疾患コーディネーター」の養成

⇒目標までは未達成なが

ら，直近の調査結果まで

順調に推移しているため。

【評価 ： Ａ】
⇒受診率が既に目標数値

に達しているため。

⇒よって，内部計画では

平成25年度に「65％以

上」に上方修正している。

- 6 -



■　感染症対策の強化　に関する取組内容とその実績・効果等　（県がん対策推進計画〔第２次〕　ｐ８９下段）
担当課　：　広島県健康対策課

実施主体 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
目　標

(平成29年度)

　■子宮頸がん予防ワクチン
　　 接種率85％以上

(H23数値)

77.0% 5.2% 集計中

5件 7件 4件

取組の方向性

取組内容 子宮頸がん予防ワクチン接種率の向上

県

市町

医療機関

県民

　※国の動向の注視及び市町等への速やかな情報提供

　※接種後の症状に関する適切な治療・相談体制の確保

実　績

子宮頸がん予防ワクチン接種率

副反応報告件数

効　果
及び

課　題
具体的な効果及び課題

【評価の方法】

Ａ・・・既に目標を達成

Ｂ・・・目標に対して順調に推

移

Ｃ・・・変化が横ばい

Ｄ・・・目標に対して減退傾向

【評価 ： Ｅ 】

Ｈ25.4.1～

定期接種

化に伴う

広報周知

Ｈ25.6.14～積極的勧奨の一時中止に伴う広報周知

国からの情報を市町・医療機関等に提供

接種後の症状に関する治療体制の整備（Ｈ26.12月～協力医療機関の指定・研修会の開催）

接種後の症状に関する相談体制の整備（Ｈ27.11月～衛生・教育部門で連携した相談窓口設置）

Ｈ25.4.1～

定期接種

化に伴う

勧奨・

普及啓発

Ｈ25.6.14～積極的勧奨の一時中止に伴う勧奨中止（定期接種は継続中）

市町民・医療機関等への情報提供・相談対応

接種時の確実な問診

副反応報告の実施

接種後の症状に関する治療の実施

子宮頸がん予防ワクチンの有効性とリスクの正しい理解

⇒国による積極的勧奨の

一時中止の再開見通しが

明らかでないため。
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■　科学的根拠に基づくがん検診の実施　に関する取組内容とその実績・効果等　（県がん対策推進計画〔第２次〕　ｐ９０）
担当課　：　広島県がん対策課

実施主体 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
目　標

(平成29年度)

　■有効性の確立したがん検診
　　を全市町が実施

23市町 23市町 23市町

効　果
及び

課　題
具体的な効果及び課題

　※科学的根拠に基づくがん検診を実施することで，年齢調整死亡率も逓減している

　※指針の改正に伴い検診内容に大幅な変更のあった「胃がん検診」については，県による支援が必要

取組の方向性

取組内容 科学的根拠に基づくがん検診を継続して実施

県

市町

実　績 市町における，科学的根拠に基づくがん検診の実施

【評価の方法】

Ａ・・・既に目標を達成

Ｂ・・・目標に対して順調に推移

Ｃ・・・変化が横ばい

Ｄ・・・目標に対して減退傾向

Ｅ・・・状況確認不能

各市町のがん検診実施体制の把握・情報提供（Ｈ24～）

がん検診の指針改正に関する情報提供

【評価 ： Ａ】

有効性の確立した種類・方法によるがん検診の実施

胃内視鏡検

診の実施に

関する検討

会の実施

⇒指針に基づいたがん検

診をすべての市町で実施

しているため。

⇒ただしH28.4以降の指針

には未対応。
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■　がん検診の精度向上　に関する取組内容とその実績・効果等　（県がん対策推進計画〔第２次〕　ｐ９１）
担当課　：　広島県がん対策課

実施主体 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
目　標

(平成29年度)

・精密検査受診率80％以上
・精密検査未把握率5％以下を達成

胃がん 76.2% 79.7% 79.0% 72.1%
肺がん 76.0% 75.3% 74.9% 66.3%

大腸がん 64.9% 67.4% 63.4% 59.6%
子宮頸がん 54.5% 69.0% 70.6% 66.1%

乳がん 70.6% 80.1% 81.8% 78.4%
胃がん 17.2% 14.6% 10.8% 18.7%
肺がん 17.9% 20.5% 14.2% 24.3%

大腸がん 23.0% 22.1% 20.9% 28.4%
子宮頸がん 39.4% 25.3% 20.6% 29.6%

乳がん 26.5% 16.5% 11.4% 18.9%
胃がん ― 10市町 20市町 18市町 19市町 15市町
肺がん ― 7市町 21市町 16市町 19市町 15市町

大腸がん ― 9市町 20市町 15市町 19市町 15市町
子宮頸がん ― 8市町 20市町 16市町 18市町 14市町

乳がん ― 8市町 21市町 16市町 18市町 14市町
★効果：子宮頸・乳がんの精検受診率が増（標準様式の効果）

★効果：市町評価項目80％以上実施市町が増（評価会議の実施，市町へのフィードバック開始の効果）

取組の方向性

取組内容

効果の高いがん検診の実施

県

■市町の実施する５つのがん検診に
ついて

■全市町ががん検診の精度管理・事
業評価を実施（県独自の事業評価項
目を8割以上実施）

市町

医療機関

企業・保険者

職能団体・県

県民

がん検診に対する理解の浸透

県 ■職域検診における県，保険者間で
の連携体制構築

市町・検診機関

県民

課題：現在の市町へのフィードバックは，精度管理評価指標及びチェックリストの数値等による分析結果によるもののみとなっており，実際に市町が
実施している受診勧奨や精密検査受診の把握方法などの具体的な取組に対する助言・支援になっていない。

実　績

精密検査受診率
（目標：80％以上）
※40-69歳（子宮頸がん
20-69歳）
【H25は速報値】

精密検査未把握率
（目標：5％以下）
※40-69歳（子宮頸がん
20-69歳）
【H25は速報値】

市町がん検診精度管理
状況評価の結果
（目標：全23市町が評価項目
を80％以上実施）

効　果
及び

課　題
具体的な効果及び課題

【評価の方法】

Ａ・・・既に目標を達成

Ｂ・・・目標に対して順調に推移

Ｃ・・・変化が横ばい

Ｄ・・・目標に対して減退傾向

Ｅ・・・状況確認不能

【評価 ： Ｃ】

【評価 ： Ｃ】

【評価 ： Ｃ】

市町のがん検診実施状況・精度管理状況の把握・集計

「精度管理評価会議（５がん合同）」の設置（市町事業の分析・評価，改善事項の提案等）

市町へのフィードバック・精度管理講習会の開催

「胃がん・大腸がん部会」設置

検診従事者講習会の実施（年２回・県実施）

部会設置部位拡大

チェックリストによる評価の実施

「がん検診精度管理評価会議」による評価結果（県からのフィードバック）に基づく事業の実施

県の実施する検診従事者講習会への参加（年２回）

精密検査受診の必要性についての広報（広島がんネット等による継続的な情報提供）

市町による精密検査未受診者への受診勧奨（電話での個別勧奨等）

要精密検査と診断された場合の確実な受診

（子宮頸・乳がん標準様式） 様式の完成・市町への普及・利用

様式の完成・市町へ普及

「広島県がん医療ネットワーク」参加施設の公表

がん検診の精度管理・事業評価

ガイドラインに準拠した検診・精度管理の実施

定期的ながん検診の受診

⇒子宮頸がん及び乳がんにつ

いては，改善傾向がみられる

が，その他がんについては，

減退傾向であるため。

⇒計画策定時に比べれば改善

が見られるが，このままでは

目標達成が困難であるため。

⇒企業・保険者など職域にお

ける検査体制について，把握

する仕組み作りが進んでいな

いため。

様式の検討

（胃・大腸がん標準様式） 様式の検討

（肺がん標準様式） 様式の検討

５がん検診

の様式完成

市町への

普及・利用
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■　がん検診の受診率向上　に関する取組内容とその実績・効果等　（県がん対策推進計画〔第２次〕　ｐ９２）
担当課　：　広島県がん対策課

実施主体 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
目　標

(平成29年度)

　■県独自調査における回収率
　　80％以上の維持

　■がん検診受診率50％以上

　■市町検診受診者数の増加
　　　　胃がん6割増

　　　　肺がん10割増
　　　　大腸がん10割増

(以下，H22数値) 93.5% 92.7% 95.7% 　　　　子宮がん3割増

胃がん 32.6% 40.5% ― ― 　　　　乳がん4割増
肺がん 23.3% 41.3% ― ―

大腸がん 23.3% 37.2% ― ― (H29.7月頃判明)
子宮頸がん 40.0% 43.9% ― ―

乳がん 36.9% 43.0% ― ―
胃がん 44,747人 43,291人 胃：45,984人 ―
肺がん 63,701人 69,556人 肺：76,127人 ―

大腸がん 61,821人 84,001人 大腸：89,312人 ―
子宮頸がん 148,707人 155,007人 子宮：156,304人 ―

乳がん 93,333人 90,834人 乳：89,555人 ―
キャラクター ◆デーモン閣下が検診啓発特使に就任（※初年度のH24は「啓発キャラクター」）

○マツダスタジアムでの啓発（H24～）
○とうかさん啓発 ○福山ばら祭啓発 ―

独自取組 ○閣下ダイヤル ○閣下Ｅメール
認知度 73.3% 83.4% 81.2%

取組の方向性

取組内容

　受診実態の把握

県

市町
職能団体
医療機関

医療機関

　普及啓発の推進

県

市町

各種団体
企業

保険者

県民

効　果
及び

課　題
具体的な効果及び課題

　※県内全機関調査：高い回答率を誇っているものの，国民生活基礎調査の数値と乖離している
　※正確ながん検診受診率の随時の補足が困難
　※がん検診へ行こうよキャンペーン：認知度の高さが受診行動に結びついていないと予想される
　※市町における がん検診推進員の養成数（約3,300人）に対して，一部の市町では有効活用がなされていない
　※「Teamがん対策ひろしま」登録企業は熱心な企業が多いので，裾野を拡げていく必要がある
　※市町実施するがん検診：受診者数が減少している検診もあり，目標達成に向けて取組みを強化する必要がある

実　績

県内全機関受診者数調査の回収率

国民生活基礎調査

地域保健・健康増進事
業報告

がん検診へ行こうよ
キャンペーン広島

啓発イベント
【評価の方法】

Ａ・・・既に目標を達成

Ｂ・・・目標に対して順調に推移

Ｃ・・・変化が横ばい

Ｄ・・・目標に対して減退傾向

【評価 ： Ｂ】

【評価 ： Ｃ】

【評価 ： Ｅ】

県内全機関受診者数調査（H23～）

県内主要検診機関受診者数調査 〔７機関から四半期ごと〕

県独自の県内全機関受診者数調査への協力（医師会を含む）

広島市と協会けんぽが協定

による情報共有開始

がん検診へ行こうよキャンペーン広島（H22～）

「Teamがん対策ひろしま」開始

「Teamがん対策ひろしま」登録企業として参画

「がん検診に行こうよ」推進会議へ参画（H22～）

がん検診推進員養成研修（H24～）

「がん検診へ行こうよキャンペーン広島」などを通じた情報収集

「がん検診に行こうよ」推進会議へ参画（H22～）

がん検診推進員養成研修（H24～）

広報媒体への啓発特使の起用（H24～）

⇒指標となる国民生活基礎

調査は３年ごとで，次回は

Ｈ29.7月頃判明するため

⇒増加しているものの，今

のままの増加ペースでは目

標達成が困難であるため

⇒H23年度の調査開始以降，

常に目標数値を達成してい

るため
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■　がん検診の受診率向上　に関する取組内容とその実績・効果等　（県がん対策推進計画〔第２次〕　ｐ９３）
担当課　：　広島県がん対策課

実施主体 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
目　標

(平成29年度)

　■全市町による「広島県
　　がん検診推進員」養成

　■「広島県がんよろず相談医」数
　　　・累計900人

　　　・累計900人

養成数（単年） 830人 348人 319人
養成数（累計） 2,613人 2,961人 3,280人
養成市町（累計） 16市町 19市町 20市町
養成数（単年） 131人 100人 56人
養成数（累計） 558人 658人 714人
養成数（単年） 94人 23人 73人
養成数（累計） 307人 330人 403人

取組の方向性

取組内容 個別受診勧奨の推進

県

市町

市町
企業

医師会

医療機関

薬剤師会
　■「広島県がん検診サポート
　　薬剤師」数

薬局

県民

実　績

全市町による「広島県
がん検診推進員」養成
数

「広島県がんよろず相
談医」養成数

「広島県がん検診サ
ポート薬剤師」養成数

効　果
及び

課　題
具体的な効果及び課題

　※市町における がん検診推進員の養成数に対して，一部の市町では有効活用がなされていない

　※よろず相談医の養成数については，これまで順調に推移してきたが，近年は停滞感が生じている

　※サポート薬剤師の養成数については，養成数が伸びていないため，目標達成に向けた一層の努力が必要

【評価の方法】

Ａ・・・既に目標を達成

Ｂ・・・目標に対して順調に推移

Ｃ・・・変化が横ばい

Ｄ・・・目標に対して減退傾向

Ｅ・・・状況確認不能

がん検診受診率向上対策事業実施（H24～）

がん対策サポートドクター・がん検診サポート薬剤師事業実施（Ｈ

がん検診推進員養成講座への参加（Ｈ24～）

【評価 ： Ｂ】

【評価 ： Ｂ】

【評価 ： Ｂ】

「Teamがん対策ひろしま」開始

がん検診推進員養成講座実施（H24～）

「Teamがん対策ひろしま」開始

がん対策サポートドクター事業実施（Ｈ24～）

がん対策サポートドクター養成研修会への参加（Ｈ24～）

がん検診サポート薬剤師事業実施（Ｈ24～）

がん検診サポート薬剤師養成研修会への参加（Ｈ24～）

がん検診推進員養成研修（合同研修会）実施

個別受診勧奨・再勧奨実施（H24～）

サポートドクター・サポート薬剤師への検診情報等提供（H24～）

⇒県薬剤師会から目標達

成に向け，取組を強化す

るとの表明があったため。

⇒700人以上養成できてお

り，今までと同様のペー

スで増加すれば目標達成

の見込みであるため。

⇒20市町で養成済みであり，

年々増加していることから，

順調に推移しているため。

- 11 -



■　がん検診の受診率向上　に関する取組内容とその実績・効果等　（県がん対策推進計画〔第２次〕　ｐ９４）
担当課　：　広島県がん対策課

実施主体 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
目　標

(平成29年度)

　■がん検診受診率50％以上

(以下，H22数値)

胃がん 32.6% 40.5% ― ―
肺がん 23.3% 41.3% ― ―

大腸がん 23.3% 37.2% ― ― (H29.7月頃判明)
子宮頸がん 40.0% 43.9% ― ―

乳がん 36.9% 43.0% ― ―
胃がん 44,747人 胃：43,291人 胃：45,984人 ―
肺がん 63,701人 肺：69,556人 肺：76,127人 ―

大腸がん 61,821人 大腸：84,001人 大腸：89,312人 ―
子宮頸がん 148,707人 子宮：155,007人 子宮：156,304人 ―

乳がん 93,333人 乳：90,834人 乳：89,555人 ―

取組内容 受診しやすい環境づくり

県

市町

医療機関
職能団体

企業
保険者

県民

　※「県内どこでも受診できる環境づくり」には，各市町ごとの契約単価等の違いがあり，検討が円滑に進んでいない

　※好事例の情報を入手しても，人員体制や予算規模の関係から実践が困難な市町もある

　※検診体制を強化・充実させたとしても，取組が直接的に受診者数の増に繋がるとは限らない場合がある

　※市町実施するがん検診では受診者数が減少傾向の項目もあり，目標達成に向け，時機を捉えた効果的な取組みを実施する必要がある

取組の方向性

実　績

国民生活基礎調査

地域保健・健康増進事
業報告

効　果
及び

課　題
具体的な効果及び課題

がん検診の契約方法及び契約単価の調査

市町担当者研修会の開催

地区医師会一括契約等，受診しやすい環境づくりへの協力

市町がん検診への受診勧奨の実施（協会けんぽ）

定期的ながん検診の受診

検診体制の必要に応じた見直し

市町担当者研修会への参加等によるスキルアップ

【評価 ： Ｃ】

【評価 ： Ｅ】

【評価の方法】

Ａ・・・既に目標を達成

Ｂ・・・目標に対して順調に推移

Ｃ・・・変化が横ばい

Ｄ・・・目標に対して減退傾向

Ｅ・・・状況確認不能

未受診者勧

奨への協力

「がん検診に行こうよ」推進会議への参画（H22～）

「Teamがん対策ひろしま」への参画

■市町検診受診者数の増加

胃がん6割増

肺がん10割増

大腸がん10割増

子宮がん3割増

⇒指標となる国民生活基

礎調査は３年ごとで，次

回はＨ29.7月頃判明する

ため

⇒増加しているものの，

今のままの増加ペースで

は目標達成が困難である

ため
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